
▼私たちのこころのふるさと。町立学校開校へ(P2～4) 

▼ふたばのわスマイルフォト(P5) ▼復興公営住宅の検討状況について(P6)

▼復興公営住宅モデルルームにいってきました！(P7) ▼放射線モニタリング情報・編集後記(P8)
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「ふたばのわ」は双葉町の結びつきを

深めるための情報紙です。

自治会・団体の活動紹介や町民同士の

新たな交流の場を取材しお伝えしていきます。

「ふたばのわ」を通して町民のみなさんの

つながりや笑い合う場を増やしていけたら。
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平
成
26
年
4
月
1
日
よ
り
双
葉
町
の
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
が
福
島
県
い
わ
き
市
錦
町
内
に
て

開
校
し
ま
す
。
仮
設
校
舎
は
旧
錦
星
幼
稚
園
跡

地
に
建
設
さ
れ
、
同
年
8
月
に
完
成
予
定
で
す
。

そ
れ
ま
で
は
い
わ
き
市
錦
町
に
あ
る
民
間
企
業

の
建
物
を
仮
校
舎
と
し
て
使
用
し
ま
す
。

い
よ
い
よ
開
校
さ
れ
る
双
葉
町
の
学
校
。
双

葉
町
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
い
学

校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
先
生
方
は
魅
力
あ
る

学
校
を
目
指
し
、
全
力
で
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

今
の
想
い
を
半
谷
教
育
長
、
3
人
の
校
長
先

生
に
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
が
様
々
な
困
難
を
抱
え
て
い
る
中
で
、
学

校
開
校
が
困
難
で
あ
る
こ
と
は
あ
た
り
前
の
こ

と
で
す
。
半
年
と
い
う
短
期
間
で
の
準
備
で
し

た
が
、
多
く
の
町
民
の
後
押
し
も
あ
り
、
こ
こ

ま
で
非
常
に
ス
ム
ー
ズ
に
こ
れ
ま
し
た
。
学
校

開
校
に
つ
い
て
は
様
々
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た

し
、
正
直
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。
教
育
長
と
し

て
み
な
さ
ん
の
想
い
を
実
現
さ
せ
た
い
と
い
う

一
心
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
開
校
は
、
町
の
復
興
に
お
い
て

も
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
新

し
い
価
値
観
や
視
点
を
持
ち
、
新
し
い
学
校
づ

く
り
を
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
先
生
方
、
町
民
と
と
も
に
、
新

し
い
双
葉
町
の
歴
史
、
新
し
い
文
化
を
一
緒
に

つ
く
り
だ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

開
校
ま
で
の
道
の
り
〜

　
　
半
谷
教
育
長
の
想
い
〜

町立学校開校へ

いわき市錦町御宝殿 56 ( 旧錦星幼稚園 )
現在旧園舎の取り壊しがおこなわれています

半
谷
淳 

教
育
長

私たちのこころのふるさと。

仮設校舎イメージ

いわき市錦町作鞍 80-5( 東邦銀行植田支店錦出張所 )
東邦銀行の看板が目印です

仮校舎仮設校舎予定地

こ
の
半
年
間
、
学
校
開
校
の
仕
事
を
通
じ
て

様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
関

わ
っ
て
き
た
者
同
士
、
互
い
に
話
し
合
っ
て
い

い
方
向
に
進
も
う
と
い
う
営
み
こ
そ
が
、
私
た

ち
を
鍛
え
ま
す
し
、
そ
の
こ
と
は
今
後
の
町
の

復
興
に
必
ず
活
か
せ
る
だ
ろ
う
と
信
じ
て
い
ま

す
。
考
え
る
こ
と
、
悩
む
こ
と
、
そ
こ
か
ら
新

し
い
道
を
探
る
、
す
べ
て
の
行
為
が
大
切
な
の

で
す
。
私
た
ち
も
学
校
を
作
り
上
げ
て
い
く
中

で
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
学
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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双
葉
南
小
学
校 

日
野
俊
隆 

校
長

松
本
校
長 

双
葉
の
学
校
が
始
ま
る
こ
と
で
、

ま
ち
づ
く
り
、
ひ
と
づ
く
り
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー

ト
を
切
る
ん
だ
な
と
い
う
気
持
ち
で
す
よ
ね
。

日
野
校
長 

や
っ
と
子
ど
も
た
ち
と
教
育
活
動

が
で
き
る
。
と
に
か
く
や
る
ぞ
、
と
い
う
気
持

ち
で
い
ま
す
。

荒
木
校
長 

私
た
ち
に
と
っ
て
も
自
分
の
学
校

で
仕
事
が
で
き
る
の
は
幸
せ
。
教
師
一
丸
と
な
っ

て
双
葉
の
学
校
を
選
ん
で
く
れ
た
子
ど
も
た
ち

の
夢
を
叶
え
て
、
卒
業
の
日
を
迎
え
さ
せ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

荒
木
校
長 

震
災
後
、
避
難
の
影
響
で
部
分
的

に
勉
強
で
き
て
い
な
い
子
ど
も
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
個
々
の
状
況
や
特
性
、
学
力
を
先

生
が
見
極
め
て
、
卒
業
ま
で
の
目
標
を
子
ど
も

と
話
し
合
い
な
が
ら
一
人
一
人
に
合
わ
せ
た
指

導
計
画
を
作
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
日
野
校
長 

英
語
学
習
に
も
力
を
入
れ
ま
す
。

幼
い
う
ち
か
ら
A
L
T
や
外
国
の
方
と
密
に
接

す
る
環
境
を
作
り
た
い
。
7
月
に
は
研
修
施
設

で
の
異
文
化
体
験
学
習
も
考
え
て
い
ま
す
。

松
本
校
長 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
取
り
入
れ
た

授
業
を
考
え
て
お
り
、
先
生
方
も
研
修
を
し
て

い
ま
す
。
よ
り
良
い
手
段
と
し
て
有
効
に
使
え

る
よ
う
に
し
た
い
。

荒
木
校
長 

自
分
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
み

て
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
勉
強
で
き
る
の
が
と
て
も

楽
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

松
本
校
長 

案
外
子
ど
も
た
ち
の
方
が
詳
し
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
先
生
と
子
ど
も
が
一
緒
に

な
っ
て
学
べ
て
よ
り
楽
し
い
授
業
に
な
り
ま
す

ね
。荒

木
校
長 

少
人
数
だ
か
ら
と
言
っ
て
あ
き
ら

め
る
の
で
は
な
く
、
マ
イ
ナ
ス
を
プ
ラ
ス
に
変

え
て
い
き
た
い
で
す
。
学
習
発
表
会
や
部
活
も

や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
人
数
が
少
な

い
分
、
空
い
た
時
間
を
使
っ
て
芸
術
や
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
の
交
流
な
ど
、
一
流
の
も
の

に
触
れ
る
機
会
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

松
本
校
長 

相
互
扶
助
の
精
神
に
富
ん
だ
双
葉

町
。
そ
ん
な
つ
な
が
り
を
持
つ
き
っ
か
け
を
こ

の
学
校
で
作
り
た
い
。
楽
し
く
学
ん
で
必
ず
力

が
付
く
、
そ
ん
な
学
校
に
し
た
い
。

日
野
校
長 

ま
ず
は
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
、

ま
た
来
た
い
と
思
っ
て
く
れ
る
学
校
に
し
た
い
。

そ
の
気
持
ち
が
保
護
者
の
方
に
も
伝
わ
る
よ
う
、

一
生
懸
命
や
り
た
い
。

荒
木
校
長 

双
葉
の
学
校
を
選
ん
で
く
れ
た
子

ど
も
た
ち
に
は
あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

私
た
ち
は
い
つ
で
も
待
っ
て
い
る
。
困
っ
た

時
、
学
校
に
来
た
く
な
っ
た
と
き
、
ど
う
ぞ
い

つ
で
も
来
て
く
だ
さ
い
。

双
葉
町
の
学
校
は
子
ど
も
た
ち
の
夢
は
も
ち

ろ
ん
、
先
生
方
、
双
葉
町
の
方
、
み
ん
な
の
夢

を
叶
え
て
く
れ
る
、
そ
ん
な
場
所
に
な
り
そ
う

で
す
。

双
葉
中
学
校

荒
木
幸
子 

校
長

双
葉
北
小
学
校

松
本
浩
一 

校
長

力
を
入
れ
て
取
り
組
む
こ
と

今
想
う
こ
と

双
葉
の
子
ど
も
た
ち
へ
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年度 できごと
新制中学校発足により標葉中学校が誕生、開校式を行う

長塚村と新山町が合併し、標葉町となる
標葉町立標葉中学校、標葉町立新山小学校、標葉町立長塚小学校と改称

標葉中学校校舎落成式

町名を標葉町から双葉町に改称
双葉町立双葉中学校、双葉南小学校、双葉北小学校と改称

南小敷地造成中、清戸廹横穴墓に装飾壁画を発見

南小新校舎落成式

北小新校舎落成式

双葉幼稚園落成式
南小・北小創立100周年記念式典

双葉中学校新校舎に移転

双葉中学校新校舎落成記念式典

北幼稚園落成式 双葉幼稚園が南幼稚園となる

双葉中学校創立50周年記念式典

南・北幼稚園が統合し、ふたば幼稚園となる

昭和22

昭和26

昭和27

昭和31

昭和42

昭和44

昭和48

昭和49

昭和52

昭和55

昭和62

平成8

平成13

双葉町のホームページでは学校再開に向けての教育長メッセージを掲載しています。
幼稚園、小・中学校に関するお問い合わせは教育委員会 教育総務課まで  お問い合わせ先：☎0246-84-5210

双葉町年表より

校
舎
は
２
階
建
て
で
、
体
育
館
も
併
設
さ
れ

ま
す
。
少
人
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
幼
・
小
・

中
の
子
ど
も
た
ち
が
同
じ
校
舎
で
学
ぶ
こ
と
で
、

学
年
の
枠
を
越
え
た
交
流
も
で
き
ま
す
。

保
護
者
の
方
が
子
ど
も
を
安
心
し
て
学
校
に

通
わ
せ
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
も
充
実
し
て
い
ま

す
。
遠
方
か
ら
通
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
や
給
食
の
提
供
、
そ
し
て

震
災
後
、
様
々
な
経
験
を
し
た
子
ど
も
た
ち
の

た
め
、
心
の
ケ
ア
に
も
重
点
を
お
き
、
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
派
遣
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
少
人
数
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限

に
活
か
し
、
豊
か
な
心
を
育
み
、
楽
し
い
学
校

生
活
を
送
れ
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。「

双
葉
町
の
学
校
に
入
り
た
く
な
っ
た
時
は
い

つ
で
も
来
て
ほ
し
い
」
と
先
生
方
は
口
を
そ
ろ

え
て
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
生
活
を
楽
し
く
す
る

　
　
　
　
　
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

現在の町立小学校の母体となっているのは、新山町にあった新山小学校
と長塚村にあった長塚小学校。
中学校は昭和22年に誕生した標葉中学校が母体となっています。

現在の場所に引っ越し。
跡地は図書館・児童館・歴史民俗資
料館・町民グラウンドになる。

幼稚園バスの運行開始。

昭和39年、双中集団就職生
東京へ引率。
双中で給食がスタート。

これまでは現在の双中の
場所にありました。

現在の町民グラウンドの場所（長塚字鬼木）に中学校があり、成
人式や芸能発表会、町民体育祭などもここで行われていました。

このころから、農繁休業を実施。
農業が忙しいときは学校もお休み！

双葉町学びの歴史

南小学校南小学校

北小学校北小学校

幼稚園幼稚園

中学校中学校

開校式、入園・入学式のお知らせ

いわき市勿来市民会館
　　　　　　　　大会議室
〒974-8232
福島県いわき市錦町上川田21
☎0246-62-3145

平成26年4月7日（月）
開校式：午前9時30分～　
入園・入学式：午前10時～

日時

場所
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～笑顔でみんなをつなげたい～

スマイルフォトスマイルフォト

2月18日 
いきいきサポートセンター
手芸教室（加須市）

2月11日 
LOVE FOR NIPPON

キャンドルナイト（いわき市）

2月6日
サポートセンターひだまり
にこにこサロン（いわき市）

2月4日
いきいきサポートセンター
編み物教室（加須市）

2月4日
広報紙を読みながら
みんなでおしゃべり
（いわき市）

1月23日 
いきいきサポートセンター
ミシン教室(加須市)
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復興公営住宅の検討状況について

双葉町では、復興公営住宅整備に関して、県及び４市と協議を進めています
　双葉町では、住民意向調査の結果を踏まえて、県に対して、いわき市・郡山市・南相馬市・白河市に
希望する町民がまとまって入居できる復興公営住宅の整備を要望しています。現在、国・県・受入自
治体４市と、協議を進めています。

いわき市南部 (勿来地区 )にメーンとなる「双葉町外拠点」の整備を要望中
　いわき市南部 (勿来地区 )は、役場機能も移転し、4月より町立幼稚園・小・中学校も再開されます。
いわき市の復興公営住宅を希望する町民が最も多いことを踏まえ、いわき市南部 (勿来地区 )の復興
公営住宅を「双葉町外拠点」の中心にする考えです。
　そのため、いわき市南部 (勿来地区 )の復興公営住宅が町民のコミュニティの場としても、機能でき
るよう、多様な形態の復興公営住宅を整備するとともに、診療所・高齢者福祉施設・店舗・集会場・
広場・農園などの諸施設の併設も要望しています。

　福島県では、全体で4,890戸整備予定の復興公営住宅のうち、第１期分として500戸の募集を行
うことを発表しました。復興公営住宅は、第2期・第3期の整備が随時進んでいきます。
　町担当者としましては、いわき市南部(勿来地区)の復興公営住宅の整備も検討していることもあ
り、全体の整備状況などと合わせて、慎重にご判断いただければと考えています。

復興公営住宅って？
 復興公営住宅とは、福島県が整備を行う、原子力災害により避難指示を受けている方を対象にした、県営の公
営住宅です。整備・募集などは、福島県によって進められます。
　双葉町では、町民のみなさまの意見を伺いつつ、より良い形で整備が進むよう、福島県に対して、要望活動
を行っています。進捗状況に関しては、以下をご覧ください。

お問い合わせは双葉町復興推進課まで　☎0246-84-5203

第一期
募集

要望中

協議中

整備予定箇所や住宅の構造・戸数など、詳細については
同封の「福島県復興公営住宅の募集について」をご覧ください。

～第1期募集と今後の予定～～第1期募集と今後の予定～

双葉町が要望している復興公営住宅全体構成図案

（全体構成は、今後の調整によって変わりうるものです）
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いわき市小名浜 復興公営住宅モデルルーム
住所：いわき市小名浜字辰巳町２３
営業時間：１０：００～１７：００
定休日：水曜日

郡山市麓山 復興公営住宅モデルルーム
住所：郡山市麓山１丁目１－１
          （福島県郡山合同庁舎敷地内）
営業時間：１０：００～１７：００
定休日：水曜日

所在地
・

営業時間

2LDKタイプ2LDKタイプ

3LDKタイプ3LDKタイプ

いわき市小名浜に、復興公営住宅モデルルーム

が完成しました。２月１日に開所式が行われ、同時

に見学会も開催されました。

ふたさぽメンバーも、見学会に参加し、内覧をし

ました。全面バリアフリーで、収納も多くあり、手す

りなども備え付けてあります。

モデルルームは、週６日間開放していますので

（水曜日は定休）、ぜひ、一度足を運んでください！

間取りは、建物によって異なります。また、家具等はついていません。

復興公営住宅
モデルルームに
いってきました！
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今月号では学校再開の動きを紹介しました。記事を作成

するために双葉町年表を熟読…。今まで知らなかった双葉

町のこれまでの出来事や行事、歴史を改めて知ることがで

き、もっと双葉町を好きになりました（NHKのど自慢の

「ふたばのわ」に参加しませんか？
「ふたばのわ」では「後世に残したい双葉町」を

テーマに、みなさんから写真を募集しています。

お名前・出身行政区を記載の上、以下の方法でご送付お願いします。

【郵送の場合】　〒974-8212 福島県いわき市東田町2-19-4
　　　　　　   「双葉町いわき事務所内ふたさぽ」宛

【メールの場合】 info@futabamachi-s.com

編集後記

（写真例）

ご
応
募

お
待
ち
し
て

い
ま
す
！

平成26年2月28日

福島県内

双葉町内

予選も行われていたようです）。また、学校の発展と町の

活性化は密接に関係していると感じました。

4月から再開する学校が町の復興の大きな力となること

は間違いありません。震災後、あたり前の学校生活ができ

なかった子どもたちが、心から楽しめる学校生活を送り、

そして自分の母校をもっと好きになるよう願っています。

福島市 北幹線第二応急仮設住宅･･･

福島市 さくら応急仮設住宅･･･････

郡山市 日和田応急仮設住宅･･･････

郡山市 喜久田応急仮設住宅･･･････

郡山市 富田応急仮設住宅･････････

いわき市 南台応急仮設住宅･･･････

猪苗代町 上川原応急仮設住宅･････

会津若松市 城前応急仮設住宅･････

白河市 郭内応急仮設住宅･････････

福島市 県北保健福祉事務所･･･････

郡山市 県郡山合同庁舎･･･････････

白河市 県白河合同庁舎･･･････････

会津若松市 県会津若松合同庁舎･･･

双
葉

放射線モニタリング情報

原子力規制委員会ホームページより

南会津町 県南会津合同庁舎･･･････

南相馬市 県南相馬合同庁舎･･･････

いわき市 県いわき合同庁舎･･･････

※全国及び福島県の空間線量測定結果については原子力規制委員会ホームページでご覧になれます。 ▼http://radioactivity.nsr.go.jp/map/ja/

（単位：μSv/時）

（単位：μSv/時）

0.18～0.30

0.12～0.15

0.14～0.33

0.09～0.22

0.21～0.33

0.05～0.06

0.06～0.07

0.07～0.08

0.11～0.17

0.20

0.13

0.08

0.07

0.02

0.13

0.08

新山
新山
新山
新山
新山
新山
新山
下条
下条
郡山
細谷
三字
山田
石熊
長塚
長塚

新山公衆トイレ脇公営駐車場

新山公民館

双葉町歴史民俗資料館

双葉南小学校

双葉中学校

県立双葉高等学校

中央公園

双葉総合公園

双葉町役場

郡山公民館

細谷公民館

三字公民館

山田農村広場

石熊公民館

双葉町体育館

長塚二公民館

－
－
－
－
－
－
－
2.60
－
1.48
2.31
2.53
24.47
12.10
6.25
3.26

1.23
0.73
0.67
0.78
1.08
1.39
0.93
1.68
2.14
0.98
1.25
1.52
13.86
7.04
3.48
1.72

長塚
長塚
長塚
長塚
長塚
長塚
長塚
羽鳥
羽鳥
寺松
渋川
鴻草
中田
両竹
浜野

双葉町青年婦人会館

町西住宅

JAふたば北部営農センター

双葉北小学校

ふたば幼稚園

双葉駅北側駐車場

双葉町児童館

上羽鳥

羽鳥公民館

寺松公民館

渋川公民館

北部コミュニティーセンター

中田公民館

両竹公民館

浜野公民館

－
－
－
－
－
－
－
1.89
1.73
3.46
1.48
4.30
0.77
0.54
0.34

3.60
0.76
10.39
3.17
2.62
1.84
0.57
1.33
0.95
2.06
0.88
2.67
0.50
0.33
0.23

地 区 地   点 平成24年
4月1日

平成26年
2月28日

地 区 地   点 平成24年
4月1日

平成26年
2月28日
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